
 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

            

令和 8年６月発行 Vol.５ 

＜発行者＞ 

宮 城 県 教 育 庁     

高校教育創造室         
県立高校開設準備第二班 

TEL：070-9350-9820 開設準備だより 

 

 

 

令和９年 ４月開校 大崎
おおさき

創
そう

成
せい

高校
こうこう

 

 6月 6日（土）、大崎合同庁舎の大会議室にて、大崎創成高校の学校説明会および 

個別相談会を開催しました。当日は、中学生や保護者、教職員など総勢 10７名もの方 

々にご参加いただき、本校への期待の高さを実感する一日となりました。説明会では、学 

校の基本理念や教育内容をはじめ、気になる入試制度や「高校生カフェ」の構想など、 

盛りだくさんの内容をお伝えしました。参加された皆さんは、資料にメモを取りながら熱 

心に耳を傾けてくださいました。その後の個別相談会では、「単位制とはどのような仕組みですか？」「定期考査はあ

るのですか？」といった具体的な質問が寄せられ、新しい学校への関心の高さがうかがえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の方からの感想〉 

〇 本日や分かりやすい説明をありがとうございました。８月のおオープンキャンパスにも参加します。 

〇 通級や SC、就職支援などのサポート体制についてもご説明いただき、様々なニーズに対応していただけると感じ

ました。 

〇 とても参考になりました。もっと知りたいと思うので、オープンキャンパスや次回の学校説明会にも参加したいと思

います。ホームページもチェックします。 

 

 

 

大崎合同庁舎で学校説明会を行いました ！

現在、開設準備班では、来年 4月の開校に向けて急ピッチで準備を進めています。今回は、皆さんが気になってい

る学校の「新しい決まり」をお届けします！                                                             

◎制服＆部活動について 3月発行の「準備だより vol.4」でお知らせした通り、本校の制服は【自由化】となりまし

た！自分らしいスタイルで学校生活を送ることができます。 また、部活動はまず「愛好会・サークル活動」からのスター

トを予定しています。同じ目標や趣味を持った仲間たちと、ゼロから新しい活動を作り上げていくのは、きっとワクワクす

る経験になりますよ！                                                                             

 

Q.アルバイトはできますか？  

A.アルバイト可能な時間帯や業種の決まりはありますが、基本的には許可制でアルバイトを認めます！ 

Q.バイク通学はできますか？ 

A.原動機付き自転車の通学に関しては、通学距離などの決まりはありますが、  

こちらも許可制で認めます。自動二輪は免許取得も含め認めません。 
 
 

 

 

「令和８年度大崎創成高等学校 オープンキャンパス」

日    時  令和８年８月１日（土）８：４５～１２：４０

会    場  鹿島台商業高等学校 

内    容  学校説明会、体験授業、建設中校舎見学、個別相談 

申込期間  ６月２２日（月）～７月６日（月） 
申込方法  https://logoform.jp/f/FZ6vm申し込み QRコードはこちら⇒ 

 

 
 

 

【アンケート結果】 
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会議では、地域の方々から新設校への熱い期待やアイデアをいただきました。南郷地域の小麦「なつこがね」を使っ

た食の学びや、農業振興を支えるインターンシップの実施。さらに、鹿島台地域の伝統野菜を絶滅から守るための「自

家採種」の取り組みや、後継者不足に悩む「松山せり」の復活プロジェクトへの参画など、地域課題に深く切り込むユ

ニークな学びの可能性が見えてきました。新設校では、これらの貴重なご意見をもとに、地域の伝統を受け継ぎ、未来

の担い手を育てる教育活動を展開していきます。開校後の取り組みに、ぜひご期待ください。 

https://logoform.jp/f/FZ6vm

